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岩
手
県

古
木
を
剪
定
、
桜
を
元
気
に

市
内
前
沢
区
の
お
物
見
公
園
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
エ
ド
ヒ

ガ
ン
な
ど
約
二
五
〇
本
の
桜
の
木
が
あ
り
、
春
に
は
市
民
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
が
、
戦
前
に
植
え
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、

古
木
と
な
っ
て
い
る
。

十
一
月
十
一
日
、
こ
の
古
木
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、

青
年
部
（
三
浦
純
部
長
）
が
初
め
て
剪
定
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。
参
加
し
た
部
員
一
五
人
は
、
脚
立
を
使
っ
て
約
八
〇
本

の
桜
の
枝
の
剪
定
や
施
肥
作
業
を
行
っ
た
。

三
浦
部
長
は
「
桜
の
名
所
・
お
物
見
公
園
は
市
の
シ
ン
ボ

ル
。
桜
の
輝
き

を
取
り
戻
し
、

皆
が
お
花
見
を

楽
し
め
る
場
所

に
し
た
い
。
月

末
に
は
新
た
な

植
樹
も
行
い
ま

し
た
」
と
話
し

て
い
る
。

前
沢
商
工
会
青
年
部

秋
田
県

男
鹿
は
ハ
タ
ハ
タ
、し
ょ
っ
つ
る
で

男
鹿
（
お
が
）
を
代
表
す
る
魚
・
ハ
タ
ハ

タ
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
・
観
光
客

誘
致
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
商
工
会
（
加
藤
義

光
会
長
）
は
十
二
月
六
日
を
「
男
鹿
ハ
タ
ハ

タ
の
日
」
に
制
定
し
た
。

ハ
タ
ハ
タ
の
水
揚
げ
は
例
年
九
月
中
旬
か

ら
底
引
き
網
漁
で
始
ま
り
、
漁
は
産
卵
の
た

め
ハ
タ
ハ
タ
が
接
岸
す
る
十
二
月
に
本
格
化

す
る
。
水
揚
げ
で
賑
わ
う
漁
港
や
岸
辺
に
打

ち
上
げ
ら
れ
る
ブ
リ
コ
（
ハ
タ
ハ
タ
の
卵
）

は
、
冬
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
。

ハ
タ
ハ
タ
は
二
〇
〇
二
年
十
二
月
六
日
に

「
県
の
魚
」
に
制
定
さ
れ
、
〇
六
年
に
は
、

伝
統
魚
醤
「
ハ
タ
ハ
タ
し
ょ
っ
つ
る
」
が
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
（
本
部
イ
タ
リ
ア
）
の
世

界
的
に
希
少
価
値
が
あ
る
食
品
を
認
定
し
て

い
る
「
味
の
箱
舟
」
に
認
定
さ
れ
た
。

県
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
初
漁
日

の
平
均
は
十
二
月
六
日
で
、「
県
の
魚
」
に

認
定
さ
れ
た
日
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

日
が
「
ハ
タ
ハ
タ
の
日
」
に
選
ば
れ
た
。
当

日
は
、
制
定
を
記
念
し
て
「
味
の
箱
舟
」
ラ

ン
チ
ツ
ア
ー
と
制
定
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

た
。「

ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」
に
は
一
二
〇
名
が
参

加
し
、「
ハ
タ
ハ
タ
し
ょ
っ
つ
る
」
を
製
造
し

て
い
る
諸
井
醸
造
所
見
学
、
港
で
の
荷
揚
げ

作
業
見
学
、
男
鹿
水
族
館
Ｇ
Ａ
Ｏ
で
の
ハ
タ

ハ
タ
生
態
観
察
の
後
、
男
鹿
温
泉
郷
の
四
つ

の
ホ
テ
ル
に
分
か
れ
、
ハ
タ
ハ
タ
や
し
ょ
っ

つ
る
を
使
っ
た
創
作
料
理
な
ど
男
鹿
の
食
文

化
を
味
わ
っ
た
。

そ
の
後
、「
男
鹿
温
泉
交
流
会
館
　
五
風
」

で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
ハ
タ
ハ
タ
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
、
ハ
タ
ハ
タ
大
使
・

山
谷
初
男
さ
ん
の
任
命
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

ハ
タ
ハ
タ
サ
ン
バ
や
男
鹿
な
ま
は
げ
太
鼓
の

実
演
が
行
わ
れ
、
会
場
前
で
の
ハ
タ
ハ
タ
産

直
も
人
気
を
博
し

た
。商

工
会
で
は
、

今
後
も
『
ハ
タ
ハ

タ
の
日
』
に
合
わ

せ
て
産
直
や
ラ
ン

チ
フ
ェ
ア
な
ど
を

展
開
し
、
男
鹿
の

食
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
賑
わ
い
づ
く

り
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
。

男
鹿
市
商
工
会
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新
潟
県

復
活
は
「
ふ
っ
カ
ツ
」
食
べ
て
頑
張
ろ
う

商
工
会
女
性
部
副
部
長
・
田
中
悦
子
さ
ん
が
、
新
潟
を
代

表
す
る
食
材
の
車
麩
を
カ
ツ
に
し
た
「
ふ
っ
カ
ツ
」
を
考
案
し

た
。
中
越
地
震
の
被
災
か
ら
立
ち
上
が
る
山
古
志
の
復
活
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
女
性
部
が
売
り
出
し
た
と
こ

ろ
、
外
は
サ
ク
サ
ク
、
中
は
ふ
わ
ふ
わ
で
お
い
し
い
と
観
光
客

に
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

車
麩
は
、
山
古
志
地
域
で
は
味
噌
汁
の
具
や
煮
物
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。「
ふ
っ
カ
ツ
」
は
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
り
、
串
に
刺
し
、
し
ょ
う
ゆ
ベ
ー
ス
の
た
れ
を
ま
ぶ
し
、

パ
ン
粉
な
ど
カ
ツ
同
様
に
衣
を
つ
け
て
揚
げ
る
。

一
昨
年
十
一
月
、
地
震
後
初
め
て
地
元
で
開
か
れ
た
産
業

ま
つ
り
で
発
売
し
、
昨
年
の
五
月
か
ら
山
古
志
支
所
前
で
開

か
れ
る
定
期
的
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
。
昨
年
十
一
月
三
日
の
産

業
ま
つ
り
で
も
販
売
し
た
が
、
一
本
一
五
〇
円
で
二
〇
〇
本

を
用
意
し
て
も
、
毎
回
す
ぐ
完
売
す
る
人
気
ぶ
り
。
当
初
は
復

興
に
向
け
て
元
気
が
出
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
田
中
さ
ん
だ

が
、
全
国
の
同
様
の
被
災
地
の
復
活
に
広
が
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。種

苧
原
（
た
ね
す
は
ら
）
集
落
で
は
、
女
性
部
の
呼
び
か

け
に
応
え
て
、「
や
ま
び
こ
食
堂
」
の
メ
ニ
ュ
ー
に
昨
年
五
月

か
ら
「
ふ
っ
カ
ツ
丼
」
が
加
わ
っ
た
。
カ
ツ
丼
と
同
じ
よ
う
に

見
え
る
が
、
中
身
は
ヘ
ル
シ
ー
な
車
麩
。
店
主
の
坂
牧
生
策

さ
ん
は
新
し
い
名
物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

山
古
志
商
工
会
女
性
部
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仁
淀
川
町
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
四
年
間
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
自
治

体
な
ど
に
委
託
す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
シ

ス
テ
ム
化
実
験
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
佐
川
町
内

の
実
験
事
業
地
で
木
材
の
未
利
用
材
で
、
発
電
や
ペ
レ
ッ

ト
製
造
、
運
用
コ
ス
ト
な
ど
の
検
証
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
商
工
会
で
は
実
験
事
業
地
に
端
材
を
持
ち
込

む
林
業
家
ら
へ
の
報
酬
に
あ
て
よ
う
と
、
町
内
で
使
え
る

地
域
商
品
券
「e
c
o
tre
e

」
を
八
月
か
ら
運
用
し
て
い

る
。
四
万
十
市
西
土
佐
地
区
の
地
域
流
通
商
品
券
「
ウ
ェ

ス
土
佐
」
を
参
考
に
四
〇
〇
万
円
分
が
発
行
さ
れ
、
全
額

を
町
が
買
い
取
る
仕
組
み
で
、
事
業
Ｐ
Ｒ
や
森
林
整
備
、

町
内
で
の
買
い
物
な
ど
地
元
商
店
街
の
振
興
も
ね
ら
っ
て

い
る
。

町
は
住
民
が
持
ち
込
む
未
利
用
材
を
一
ト
ン
三
〇
〇
〇

円
で
買
い
取
る
際
、
三
〇
〇
〇
円
の
商
品
券
を
上
乗
せ
す

る
。
木
材
の
計
量
や
商
品
券
を
渡
す
業
務
は
町
か
ら
委
託

さ
れ
た
仁
淀
川
森
林
組
合
が
行
う
。
一
〇
〇
〇
円
と
五
〇

〇
円
の
二
種
類
の
商
品
券
は
、
町
内
約
七
〇
軒
の
商
品
券

加
盟
店
で
使
用
で
き
、
加
盟
店
は
一
％
の
手
数
料
を
商
工

会
に
払
っ
て
換
金
も
で
き
る
。

商
工
会
は
森
を
あ
し
ら
っ
た
商
品
券
と
同
一
イ
メ
ー
ジ

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
商
品
券
加
盟
店
に
配
布
・
Ｐ
Ｒ
し
て
お

り
、
将
来
は
一
般
の
人
も
使
え
る
仕
組
み
に
し
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
る
。「
曲
が
り
材
や
木
の
根
元
は
ま
き
に
す

る
か
、
い
の
町
の
チ
ッ
プ
工
場
に
運
ぶ
し
か
な
か
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
で
木
材
全
部
が
有
効
活
用
で
き
、
収
入
の

足
し
に
も
な
る
」
と
住
民
の
評
判
は
上
々
だ
。

高
知
県

地
域
商
品
券
で
森
を
育
て
よ
う

仁
淀
川
町
商
工
会

長
野
県

観
光
は『
信
州
お
出
か
け
食
べ
ル
ー
ト
』

地
元
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
名
所
・
名
店
紹
介
で

観
光
振
興
に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
活
性
化
を
め

ざ
そ
う
と
、
青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会

が
「
地
元
若
衆
・
女
衆
が
こ
っ
そ
り
お
し
え
る
信

州
お
出
か
け
食

べ
ル
ー
ト
」
一

九
ル
ー
ト
を
発

表
し
た
。

県
内
観
光

地
、
飲
食
店
、

土
産
品
な
ど

を
会
員
が
回

っ
て
調
査
・

作
製
し
、
十
一
月
十
四
日
、
長
野
市
で
開
か
れ

た
県
商
工
会
連
合
会
の
会
合
で
ル
ー
ト
を
パ
ネ
ル

で
展
示
し
た
ほ
か
、
四
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
発
表

会
も
行
っ
た
。
ル
ー
ト
ご
と
に
「
女
衆
い
ち
お
し

う
ま
い
も
ん
」
と
し
て
飲
食
店
や
名
産
品
を
写
真

入
り
で
紹
介
、
店
の
連
絡
先
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

移
動
に
要
す
る
時
間
な
ど
も
載
っ
て
い
る
。

青
年
部
連
合
会
の
森
口
輝
臣
会
長
は
、「
実
際

に
回
っ
て
み
て
、
再
発
見
し
た
魅
力
も
多
か
っ

た
。
県
外
か
ら
の
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
県
内
の

人
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
年
度
内
に
は
冊
子

に
し
て
、
三
〇
〇
〇
部
を
旅
行
社
や
道
の
駅
に
配

る
予
定
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

商
工
会
青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会

三
重
県

困
り
事
解
決
「
救
Ｑ
ら
く
だ
」
発
足

楠
町
地
区
で
は
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
量
販
店
で
は
補

え
な
い
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

商
工
会
会
員
有
志
が
地
域
の
人
の
困
り
事
を
解
決
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
「
困
り
事
救
Ｑ
ら
く
だ
」
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

地
域
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
の
顧
客
の
確
保
や
新

規
開
拓
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
、
一
昨
年
か
ら
企
画
し

て
き
た
も
の
で
、
商
工
会
に
所
属
す
る
約
二
八
〇
事
業
所

の
う
ち
、
大
工
、
家
具
製
造
、
ご
み
処
理
、
電
気
な
ど
一

五
店
舗
が
参
加
し
て
い
る
。

住
ま
い
の
修
理
、
庭
木
の
剪
定
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

電
球
の
取
り
替
え
や
不
燃
ゴ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ
の
処
分
な
ど

を
有
償
で
提
供
す
る
。
ど
こ
に
頼
め
ば
い
い
か
わ
か
り
に

く
い
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
商
工
会
の
窓
口
に
依
頼
に

い
く
と
、
商
工
会
が
適
当
な
事
業
所
を
探
し
て
紹
介
し
、

そ
こ
か
ら
は
依
頼
者
と
事
業
所
間
の
話
し
合
い
と
な
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
は
な
く
商
工
会
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
珍
し
い
。
事
業
の
代

表
・
原
田
電
器
の
原
田
芳
夫
さ
ん
は
、「
商
工
会
会
員
で

あ
る
こ
と
の
信
用
も
強
み
の
一
つ
で
す
。
プ
ロ
と
し
て
住

民
の
手
助
け
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

楠
町
商
工
会
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群
馬
県

ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
で
星
空
を
楽
し
む

高
山
村
で
は
、
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
星
空
の
観
測
に
協
力

す
る
た
め
一
九
九
八
年
に
光
環
境
条
例
を
制
定

し
、
自
然
環
境
保
護
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
商
工
会
は
、
澄
み
き
っ
た
秋

の
星
空
を
堪
能
す
る
「
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
in
た

か
や
ま
」
を
開
催
し
た
。

住
民
ら
参
加
者
一
三
〇
人
は
、
天
文
台
で
行

わ
れ
た
「
星
空
教
室
」
に
参
加
し
、
午
後
八
時

に
天
文
台
を
出
発
。
約
三
時
間
半
、
天
文
台
か

ら
国
民
宿
舎
わ
ら
び
荘
な
ど
三
ヵ
所
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
経
て
、
ゴ
ー
ル
の
高
山
温
泉
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ま
で
九
キ
ロ
の
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し

ん
だ
。

高
山
村
商
工
会

富
山
県

鯉
キ
ャ
ラ
登
場
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も

商
工
会
（
宅
間
三
郎
会
長
）
は
庄
川
峡
観
光

協
同
組
合
（
小
西
淳
一
理
事
長
）
と
協
力
し
、

庄
川
地
域
の
観
光
振
興
を
め
ざ
し
て
い
る
。
町

内
の
庄
川
水
記
念
公
園
で
伝
統
行
事
「
厄
払
い

鯉
（
こ
い
）
の
放
流
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
は
放
流
地
点
の
展
望
休
憩
所
を
「
鯉
恋

（
こ
い
こ
い
）
の
宮
」
と
し
て
、
カ
ッ
プ
ル
が
鐘

を
鳴
ら
し
、
絵
馬
を
か
け
る
な
ど
、
恋
に
ご
利

益
の
あ
る
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
整

備
し
て
き
た
。

占
い
師
を
招

い
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
に
続

き
、
こ
の
ほ
ど
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

活
用
で
更
な
る

進
展
を
図
ろ
う

と
、
コ
イ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
雌
鯉
の
「
こ
い

っ
ぴ
」、
雄
鯉
の
「
ぷ
く
っ
ち
」
を
考
案
し
た
。

名
前
は
商
工
会
と
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
考
え
、「
こ
い
っ
ぴ
」「
ぷ
く
っ
ち
」

の
好
物
を
設
定
す
る
な
ど
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
工

夫
。
デ
ザ
イ
ン
は
南
砺
市
の
漫
画
家
・
森
み
ち

こ
さ
ん
が
担
当
し
た
。

昨
年
十
月
に
は
展
望
休
憩
所
に
ケ
ヤ
キ
製
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
な
で
鯉
こ
い
っ
ぴ
」
を
設
置

し
、
除
幕
式
に
参
加
し
た
宅
間
会
長
、
小
西
理

事
長
、
森
さ
ん
、
藤
森
栄
次
市
観
光
協
会
会
長

ら
が
鯉
を
な
で
回
し
、
触
り
心
地
を
確
認
。
台

座
か
ら
の
高
さ
も
一
一
五
一
（
い
い
こ
い
）
ミ

リ
に
す
る
な
ど
凝
っ
た
作
り
で
、
十
一
月
の
連

休
に
は
願
い
事
を
し
な
が
ら
な
で
る
人
々
で
賑

わ
っ
た
。

本
格
的
な
グ
ッ
ズ
展
開
は
今
年
か
ら
で
、
着

ぐ
る
み
を
作
っ
た
り
、
お
み
く
じ
入
り
せ
ん
べ
い

や
ハ
ー
ト
型
絵
馬
も
登
場
さ
せ
た
い
考
え
。

庄
川
町
商
工
会

滋
賀
県

忍
者
衣
装
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

十
一
月
二
日
、「
忍
者
の
里
」
で
知

ら
れ
る
甲
南
町
の
甲
賀
市
役
所
甲
南

庁
舎
で
、
忍
者
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
「
ニ
ン
ニ
ン
フ
ェ
ア
ー
」
が

開
か
れ
た
。

商
工
会
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
っ

て
い
る
衣
装
が
古
く
な
っ
た
た
め
、

「
甲
賀
忍
者
を
モ
チ
ー
フ
に
、
格
好
よ

く
変
身
さ
せ
ら
れ
な
い
か
」
と
作
品

を
募
集
。
一
次
審
査
を
通
っ
た
一
一

点
が
シ
ョ
ー
で
披
露
さ
れ
た
。

市
の
花
の
サ
サ
ユ
リ
に
ち
な
ん
だ
純

白
の
衣
装
「
く
ノ
一
」
や
、
ベ
ル
ト

に
「
甲
」
の
文
字
を
入
れ
た
ヒ
ー
ロ

ー
風
の
も
の
な
ど
、
デ
ィ
ー
ズ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
専
門
学
校
生
（
京
都
市
下
京

区
）
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
個
性
的
な

作
品
が
注
目
を
浴
び
た
。
最
優
秀
に

は
西
洋
風
の
コ
ル
セ
ッ
ト
を
あ
し
ら
っ

た
作
品
が
選
ば
れ
、
今
後
は
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

同
校
生
徒
の
作
品
は
モ
デ
ル
も
生

徒
が
務
め
、
忍
者
の
衣
装
に
は
着
物

の
型
紙
を
使
う
必
要
が
あ
る
な
ど
、

普
段
と
は
違
う
勉
強
に
な
っ
て
楽
し

か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

甲
南
町
商
工
会

熊
本
県

も
ち
米
で
パ
ン
作
り
、バ
ー
ガ
ー
登
場

十
一
月
九
日
、
旧
竜
北
町
時
代
か
ら
毎
年
開
催
し
て
き

た
「
火
の
君
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
町
特
産
の
も
ち
米
で

作
ら
れ
た
パ
ン
生
地
を
使
っ
た
「
ひ
の
き
み
バ
ー
ガ
ー
」
が

初
登
場
し
た
。「
火
の
君
ま
つ
り
」
は
、
古
墳
時
代
に
栄
え

た
と
さ
れ
る
火
の
君
一
族
に
ち
な
み
、、
町
な
ど
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
。

「
ひ
の
き
み
バ
ー
ガ
ー
」
は
、
商
工
会
青
年
部
（
吉
見
和

晃
部
長
）
が
試
作
を
重
ね
て
き
た
。
パ
ン
生
地
に
は
町
産

も
ち
米
と
小
麦
粉
を
ほ
ぼ
同
率
で
配
合
。「
火
の
君
ま
つ

り
」
で
は
、
商
工
会
会
員
の
焼
肉
店
の
国
産
黒
毛
和
牛
を

使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
町
産
レ
ン
コ
ン
を
使
っ
た
レ
ン

コ
ン
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
計
一
〇
〇
個
を
販
売
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
町
の
特
産
・

梨
の
早
む
き
大
会
、
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど
も
行
わ
れ
、

「
ひ
の
き
み
バ
ー
ガ
ー
」
は
午
前
中
に
完
売
。「
も
ち
も
ち

し
た
パ
ン
の
食
感
が
お
い
し
い
」「
新
鮮
な
感
じ
」
と
好
評

だ
っ
た
。

氷
川
町
商
工
会
青
年
部


